
様式第２（第９条関係）

４月～５月：エコ活動ってなぁに？～節水・節電・物を大切にしょう～

６月～８月：グリーンカーテンを作ろう！～夏野菜を育てて食べてみよう～

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

・ゴーヤ・パッションフルールのグリーンカーテ

ンを作る。大きくなるのを楽しみにしながら、

毎日の水やりをする。

畑には、なす・ピーマン・パプリカ・かぼちゃな

ど様々な夏野菜を育て、キャンプごっこで、夏

野菜カレーのクッキングをする。水やり、草取

り、収穫を子ども達が中心となって行い、給食

でも美味しくいただく。

・日に日に伸びていき、大きなグリーンカーテ

ンが出来たのを喜ぶ。ゴーヤやパッションフ

ルーツの実を見つけ、保育者に教えてくれたり、

友だちと数を数えたりする姿がみられた。カ

レー作りでは、たくさんの野菜が入っているこ

とを知り、名前を言い合ったりしながら、野菜を

身近に感じている様子がみられた。
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・絵本「もったいないばあさん」「ちきゅうの
ためにできる１０のこと」を見る。

゛もったいない゛気持ちをもって物を大切に

したり、廃材を使って遊ぶ楽しさを知ったり

する。電気を消す、水道をとめる、ごみを捨

てる、絵本を通して、楽しく分かりやすく伝

える。

・絵本を見ながら、年長児などは「こうするん

だよね」「たいせつにつかうんだよね」など、

経験を通して、回りに伝える姿が見られる。

生活の中でも、年下の子どもに教えたり、み

んなで気をつける姿が見みられた。

玩具や絵本なども、修理できるものはしなが

ら、大切に扱うことを繰り返し伝えていくよう

にしている。
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９月～１０月：食べ物の大切さを知ろう！～「残さず食べる」をやってみよう～

１１月～１２月：自然の物を使って遊ぼう！～落ち葉・木の実・野菜スタンプ～

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

身近に感じている様子がみられた。

・畑で育てて収穫した野菜の断面を見たり、

絵の具をつけてスタンプ遊びをしたりする。

・戸外遊びを楽しむなかで、落ち葉や枝、草

などを拾い集め遊びに取り入れて楽しむ。

・野菜の断面を見て「細長いね」「ナスみたいな

形だね」など友だち同士会話が弾んでいた。

様々な色の絵の具を使ってスタンプをすること

を楽しんでいた。

・園庭に落ちている葉や枝をままごと遊びに

使って遊ぶ姿が多く見られた。自然の物を遊び

に取り入れて食べ物などに見立てて遊べること

が分かり、友だち同士話しながら毎日のように

遊んでいた。

・畑でピーマン・じゃがいも・さつまいも・かぼ

ちゃ・ブロッコリーなど様々な野菜を育てる。年

長児を中心に水かけをして野菜の生長を楽し

みにする。収穫した野菜を給食室で調理し提

供してもらう。

・絵本「おなかのこびと」を読み、食べることの

大切さを知る。

・野菜の生長に気づき喜ぶ姿が見られた。

様々な野菜を収穫し、給食室で調理して出

してもらう。自分たちで育てて収穫した野菜

は、野菜が苦手な子どもでも一口は食べて

みようとし「おいしいね」と言いながら食べる

姿も見られた。



遊んでいた。



１月～３月：色々な素材を使って遊ぼう！～牛乳パック、トイレットペーパーの芯などを組み合わせて遊ぼう～

１年間取り組んだ感想・ご意見

取組内容

取組結果・感想等

活動の様子（写真等）

新聞紙遊びを楽しみながら、トイレットペー

パーの芯や牛乳パック、ままごとなど、好きな

物を子ども達が取り入れ、主体的に遊んでいく。

新聞紙で作ったはさみを使い、トングのよう

にしてままごとの食材をお皿に入れたり、トイ

レットペーパーの芯に、新聞紙や食べ物を詰

めたり、一人ひとりが自由な発想で遊びを楽し

む。牛乳パックを並べたり、囲んで家のように

したりと、遊びがどんどん展開される。

さまざまな素材を組み合わせることで、無限

に遊びが広がっていき、玩具とは違い、遊び

方のない素材だからこその楽しさを十分に味

わうことが出来ているようだった。

月齢・年齢の違いや、一人ひとりの興味に応じ

て、遊び方も様々であり、普段はゴミになって

しまう廃材や身近な素材の魅力を改めて感じ

る事が出来た。

今回の取り組みを通して、エコ活動は決して難しいものではなく、一人一人の少しの心がけや工夫で、

私たちの暮らしや環境を守ることに繋がるということを、子ども達と一緒に感じることが出来た。

また、昨年まで野菜をプランターだけで育てていたが、今年度は新たな取り組みとして、園に畑を作り、

より多くの野菜を育て、収穫する体験などの食育を通し、食べ物の大切さや、命をいただくことへの感謝

を持つことの大切さを伝えることが出来たので良かった。

また、子ども達の中には、「修理したらまた使えるよ」「もったいないね」等というやりとりも聞こえてくる







 

















 


